
　　『Crosslink理学療法学テキスト 物理療法学』正誤表

　『Crosslink理学療法学テキスト 物理療法学』第1版第1刷(2020年1月10日)〜第1版4刷（2023年3月10日）に誤りがありました。

ここに慎んでお詫び申し上げるとともに,以下の通り訂正させて戴きます。

（2024年1月15日　メジカルビュー社編集部）

ページ 該当箇所 誤 正

p.38 本文右段9〜10行目
…の電磁線があり，非照射物をイオン化（電離）する

性質がある。非電離放射線は非常に…

…の電磁線があり，被照射物をイオン化（電離）する

性質がある。電離放射線は非常に…



　　『Crosslink理学療法学テキスト 物理療法学』正誤表

　『Crosslink理学療法学テキスト 物理療法学』第1版第1刷(2020年1月10日)に誤りがありました。

ここに慎んでお詫び申し上げるとともに,以下の通り訂正させて戴きます。

（2020年11月25日　メジカルビュー社編集部）

ページ 該当箇所 誤 正

p.37 図1

p.39 図4bの解説

p.42

・本文右段13行目

・図10の引出し文字と解説

・用語解説

p.43 本文左段2，5行目
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1 極超短波療法・超短波療法とは
●電磁波の特性，極超短波・超短波による熱発生機序（エネルギー変換熱）を理解する
●逆2乗の法則，ランバートの余弦の法則から，適用方法に関する留意点を理解する
●極超短波療法・超短波療法の治療原理，治療機器の特性，治療方法を理解し，具体的
な実践につなげることができる

POINT

概要
極超短波療法（microwave therapy）は，
2,450 MHz（波長 0.122 m）， 超短波療法
（shortwave therapy）は，27.12MHz（波長
11.05m）の周波数（高周波数）である電磁波エネ
ルギーを利用した物理療法である（図1）。極超
短波療法と超短波療法は，超音波療法（第3章，
p.56参照）とともに生体内から加温する深部性温

熱療法に分類される。極超短波・超短波などの
電磁波エネルギーや超音波の音波エネルギーは，
生体内で熱エネルギーに変換されることから，
エネルギー変換療法（energy conversive 
heat）ともよばれる。ホットパックやパラフィ
ン浴のような，伝導熱で生体表面を加温する表
在性温熱療法とは異なる。電磁波は，生体表面
の皮膚組織を透過し，深部組織を加温すること

極超短波療法・超短波療法4
2章  温熱療法

図1　 電磁波の種類と波長域
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名称
ガンマ（γ）線

X線
紫外線
可視光線
赤外線
サブミリ波
ミリ波
センチ波
極超短波
超短波
短波
中波
長波
超長波
極超長波
超低周波

周波数［Hz］

3×1016以上

3×1015～3×1016

3×1013～3×1015

3×1012～3×1013

3×1011～3×1012

3×1010～3×1011

3×109～3×1010

3×108～3×109

3×107～3×108

3×106～3×107

3×105～3×106

3×104～3×105

3×103～3×104

3×102～3×103

300以下
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－

赤外線療法，近赤外線分光法
－

レーダー
衛生放送

極超短波療法，電子レンジ
FMラジオ
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－
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「電磁波」「電離放
射線」「非電離放
射線」「光」「電波」
の範囲を示す矢
印を修正し，「放
射線」を示す矢印
を追加。



　　『Crosslink理学療法学テキスト 物理療法学』正誤表

　『Crosslink理学療法学テキスト 物理療法学』第1版第1刷(2020年1月10日)に誤りがありました。

ここに慎んでお詫び申し上げるとともに,以下の通り訂正させて戴きます。

（2020年9月23日　メジカルビュー社編集部）

ページ 該当箇所 誤 正

p.46
表3
キャプション
2行目

出力：連続照射40W，パルス照射200W・duty cycle（照射時間率） 出力：連続照射40W，パルス照射200W・duty cycle（照射時間率）20％（平均出力40W）

p.71
2段目
下から10行目

…温熱効果を得るには強度1，2W/cm2（照射時間率100％）にて設定する。 …温熱効果を得るには強度1〜2W/cm2（照射時間率100％）にて設定する。

p.74
表10
第6列5行目

1，2W/cm2 1〜2W/cm2

p.77 引用文献3） 3）庄本康治 編：エビデンスから身につける物理療法，羊土社，p.131，2017. 3）木村貞治 ほか編：物理療法学テキスト 改訂第2版，p.131，南江堂，2013.


